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注
意
が
必
要
な
害
虫
と
は
！？

①
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は
　
　
　
　

　
苗
の
時
期
か
ら
防
除

　

葉
裏
に
体
長
１
・
５
㎜
で
暗
緑
色
や
緑

色
の
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
、
４
～
５
月
ま

た
は
９
月
に
発
生
し
ま
す
。
特
に
、
苗
の

時
期
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
多
発
す
る
と
、
苗

が
枯
れ
る
な
ど
の
被
害
を
お
よ
ぼ
す
の
で

防
除
が
必
要
で
す
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
飛
来
が
多
い
時
期
に
は
、

防
虫
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
育
苗
期
や
定
植
直
後
に
目
合
い
１
㎜

程
度
の
防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
が
け
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
畝
面
の
シ

ル
バ
ー
ポ
リ
マ
ル
チ
も
有
効
で
す
。

　

毎
年
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
生
育

期
に
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
、
ア
ル
バ
リ
ン
粒

剤
な
ど
を
株
元
に
施
用
し
ま
す
。
薬
剤
が

根
か
ら
吸
収
さ
れ
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
効
果

を
示
し
ま
す
。
発
生
が
多
い
場
合
に
は
ダ

ン
ト
ツ
水
溶
剤
、
ア
ク
タ
ラ
顆
粒
水
溶
剤
、

チ
ェ
ス
水
和
剤
な
ど
を
て
い
ね
い
に
散
布

し
ま
す
。

②
葉
・
花か

蕾ら
い

・
果
実
を
　
　
　

　
暴
食
す
る
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

　

成
虫
は
前ぜ

ん

翅し

長ち
ょ
う

16
㎜
、
黒
褐
色
の
蛾が

で
、

幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
体
長
４
㎝
、
体
色

は
灰
暗
緑
色
、
暗
褐
色
な
ど
変
化
に
富
み

ま
す
。
広
食
性
で
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
類
を

食
害
し
、
オ
ク
ラ
で
は
葉
だ
け
で
な
く
、

花
蕾
や
果
実
も
好
ん
で
食
害
し
ま
す
。
８

～
10
月
に
発
生
が
多
く
な
り
、
卵
か
ら
孵ふ

化か

し
た
幼
虫
は
、
集
団
で
表
皮
を
残
す
よ

う
に
葉
を
食
べ
ま
す
。
幼
虫
が
大
き
く
な

る
と
、
日
中
は
日
陰
や
地
際
部
な
ど
へ
潜

み
、
夜
間
に
活
動
し
て
葉
を
暴
食
し
ま
す
。

幼
虫
の
集
団
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
捕
殺

し
ま
す
。　

　

発
生
が
多
い
場
合
に
は
、
マ
ト
リ
ッ
ク

フ
ロ
ア
ブ
ル
、
ア
タ
ブ
ロ
ン
乳
剤
、
ゼ
ン

タ
ー
リ
顆
粒
水
和
剤
、
デ
ル
フ
ィ
ン
顆
粒

水
和
剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

③
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
は
　
　
　
　

　
果
実
に
入
り
込
ん
で
食
害

　

成
虫
は
前
翅
長
15
㎜
、
灰
黄
褐
色
の
蛾

で
、
幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
体
長
４
㎝
、

体
色
は
淡
緑
色
か
ら
茶
褐
色
ま
で
変
化
に

富
み
ま
す
。
広
食
性
で
ほ
と
ん
ど
の
野
菜

類
を
食
害
し
、
オ
ク
ラ
で
は
葉
だ
け
で
な

く
、
花
蕾
や
果
実
に
も
好
ん
で
食
入
し
ま

す
。
発
生
は
８
～
10
月
に
多
く
な
り
ま
す
。

　

多
出
す
る
場
合
に
は
、
ア
フ
ァ
ー
ム
乳

剤
、
ア
タ
ブ
ロ
ン
乳
剤
、
ゼ
ン
タ
ー
リ
顆

粒
水
和
剤
、
デ
ル
フ
ィ
ン
顆
粒
水
和
剤
な

ど
を
て
い
ね
い
に
散
布
し
ま
す
。

④
葉
が
筒
状
に
巻
か
れ
て
　
　

　
い
る
と
ワ
タ
ノ
メ
イ
ガ

　

成
虫
は
前
翅
長
15
㎜
、
淡
黄
色
の
蛾
で
、

幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
体
長
２
㎝
、
体
色

は
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
淡
黄
色
、
緑
色
、

赤
紅
色
の
順
に
変
化
し
ま
す
。
７
～
10
月

に
発
生
し
、
オ
ク
ラ
、
ワ
タ
、
フ
ヨ
ウ
な

ど
ア
オ
イ
科
の
植
物
を
食
害
し
ま
す
。
は

じ
め
は
葉
裏
に
薄
く
糸
を
つ
づ
っ
て
葉
を

食
害
し
ま
す
が
、
幼
虫
が
大
き
く
な
る
と

葉
を
筒
状
に
巻
き
、
そ
の
中
に
潜
ん
で
食

害
し
ま
す
。

　

発
生
が
多
い
場
合
に
は
、
葉
が
食
い
つ

く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
オ
ク
ラ

で
は
こ
の
虫
に
対
す
る
登
録
薬
剤
は
な
い

の
で
、
葉
が
筒
状
に
巻
い
て
い
る
の
を
見

つ
け
た
ら
、
中
の
幼
虫
を
捕
殺
し
ま
す
。

⑤
フ
タ
ト
ガ
リ
コ
ヤ
ガ
を
　
　

　
見
つ
け
た
ら
捕
殺

　

成
虫
は
前
翅
長
18
㎜
、
黄
褐
色
の
蛾
で
、

幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
体
長
４
㎝
、
体
色

は
緑
色
で
、
鮮
明
な
黄
色
の
条
線
と
黒
紋

が
あ
り
ま
す
。
ア
オ
イ
科
の
植
物
の
葉
を

葉
脈
だ
け
残
し
て
食
害
し
ま
す
。
幼
虫
は

６
～
７
月
と
９
～
10
月
に
発
生
し
、
葉
の

上
を
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
の
よ
う
に
歩
行
し

ま
す
。
オ
ク
ラ
で
は
こ
の
虫
に
対
す
る
登

録
薬
剤
は
な
い
の
で
、
葉
の
上
に
い
る
幼

虫
を
捕
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

害
　
虫
　
編

（木村　裕　原図）

（木村　裕　原図）

ワタアブラムシ

ハスモンヨトウ
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ワタノメイガ
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半身萎凋病

うどんこ病

黒根病

輪紋病

（駒田　旦　原図）

大阪府立環境農林水産総合研究所

草
くさ

刈
かり

　眞
しん

一
いち

、柴
しば

尾
お

　学
まなぶ

　オクラは寒さに弱く、気温が低いと生育が悪く、また、肥料吸収力の強い作物です。連作
を嫌い、線虫による被害が発生するので、作付け後は３年くらい間隔をあけます。土が酸性
でマグネシウムが不足すると生育が悪くなるため、苦土石灰を多めに（１㎡当たり300ｇ程
度）施用します。排水の悪い圃

ほ

場では、立
たち

枯
がれ

病や根
ね

腐
ぐさ

れが発生しないよう、高畝にして栽培
します。病害虫では、連作による半身萎

い

凋
ちょう

病やうどんこ病、アブラムシなどに注意しましょう。

注
意
す
る
病
気
と
対
策

①
土
面
か
ら
の
跳
ね
上
げ
で
　

　
発
生
す
る
葉は

枯が
れ

細
菌
病

　

葉
縁
や
葉
脈
間
に
不
整
形
で
褐
色
の
病

斑
が
で
き
ま
す
。
土
壌
中
に
生
存
し
て
い

る
細
菌
が
、
風
雨
や
潅
水
で
地
上
に
跳
ね

上
げ
ら
れ
て
感
染
し
ま
す
が
、
被
害
が
激

し
く
な
る
と
、
病
斑
が
融
合
し
て
葉
が
枯

れ
上
が
り
ま
す
。
特
徴
は
、
周
囲
に
暗
褐

色
の
明
瞭
な
境
界
線
の
あ
る
病
斑
を
形
成

し
、
内
側
は
淡
褐
色
を
呈
し
、
乾
燥
す
る

と
穴
が
あ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
は
、
春
先
に
降
雨
や
潅
水
で
土
が

地
上
部
に
跳
ね
上
げ
ら
れ
て
発
生
し
ま
す
。

定
植
後
か
ら
草
丈
が
30
㎝
程
度
に
な
る
若

い
作
物
体
に
よ
く
発
生
し
ま
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
は
、
土
面
を
マ
ル
チ

す
る
こ
と
や
、
防
除
薬
剤
と
し
て
カ
ス
ミ

ン
ボ
ル
ド
ー
を
発
病
初
期
に
散
布
し
ま
す
。

②
白
い
粉
が
ふ
い
た
よ
う
な
　

　
症
状
の
う
ど
ん
こ
病

　

葉
の
表
面
に
薄
白
く
粉
状
の
病
斑
を
生

じ
た
り
、
葉
の
表
面
に
淡
黄
色
の
不
鮮
明

な
斑
紋
が
で
き
、
裏
側
に
薄
白
い
霜
の
よ

う
な
か
び
が
生
じ
た
り
す
る
症
状
が
見
ら

れ
ま
す
。
う
ど
ん
こ
病
は
そ
の
作
物
に
特

有
で
す
が
、
本
病
は
、
ピ
ー
マ
ン
か
ら
の

伝
染
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
の
で
、
毎
年
発
生
す
る
場
合
は
、

ピ
ー
マ
ン
が
風
下
に
く
る
よ
う
な
工
夫
も

必
要
で
す
。

　

防
除
に
は
、
発
病
初
期
に
モ
レ
ス
タ
ン

水
和
剤
、
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
、
ア
ミ
ス

タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

③
半
身
萎い

凋ち
ょ
う

病
は
連
作
で
　
　

　
被
害
が
増
加

　

は
じ
め
下
葉
の
葉
縁
に
し
お
れ
が
見
ら

れ
、
や
が
て
葉
が
葉
脈
を
残
し
て
黄
白
～

黄
褐
色
に
な
り
落
葉
し
ま
す
。
被
害
は
下

葉
か
ら
上
位
葉
へ
広
が
り
、
葉
が
次
々
と

落
葉
し
、
先
端
部
の
葉
を
残
す
の
み
と
な

り
ま
す
。
急
速
に
枯
死
す
る
こ
と
は
少
な

く
、
落
葉
し
て
生
育
不
良
に
な
り
ま
す
。

被
害
株
の
茎
を
切
断
す
る
と
維
管
束
部
の

所
々
が
褐
色
に
変
色
し
て
い
ま
す
。

　

土
壌
伝
染
性
病
害
で
、
病
原
菌
は
多
犯

性
菌
で
ナ
ス
科
な
ど
の
作
物
に
感
染
し
ま

す
。
連
作
に
よ
っ
て
土
壌
に
病
原
菌
が
残

り
被
害
が
増
加
す
る
た
め
、
多
発
圃ほ

場
で

は
土
壌
消
毒
や
太
陽
熱
消
毒
が
必
要
で
す
。

④
根
か
ら
発
症
す
る
黒く

ろ

根ね

病

　

土
壌
中
に
生
息
し
て
い
る
病
原
菌
に
よ

っ
て
発
生
し
ま
す
。
苗
に
発
生
し
、
根
か

ら
地
際
部
の
茎
を
侵
し
ま
す
。
被
害
株
は
、

根
が
黒
変
す
る
の
が
特
徴
で
、
黒
変
部
は

根
か
ら
地
際
部
の
茎
に
ま
で
お
よ
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
病
原
菌
は
多
犯
性
で
、
被

害
株
が
発
生
す
る
と
、
病
原
菌
の
胞
子
は

土
壌
中
に
残
っ
て
被
害
が
伝
染
し
ま
す
。

⑤
輪り

ん

紋も
ん

病
は
若
い
果
実
の
　
　

　
発
症
に
注
意

　

葉
お
よ
び
果
実
に
発
生
し
ま
す
。
葉
で

は
、
暗
緑
色
水
浸
状
小
斑
が
拡
大
し
て
暗

褐
色
円
形
病
斑
を
生
じ
ま
す
。
病
斑
の
周

辺
部
は
明
瞭
な
暗
褐
色
～
黒
色
を
呈
し
て
、

内
部
は
淡
褐
色
で
、
黒
褐
色
の
同
心
円
状

の
輪
紋
を
生
じ
ま
す
。
淡
褐
色
病
斑
部
分

に
は
表
面
に
黒
色
小
粒
点
（
柄へ

い

子し

殻か
く

：
病

原
菌
の
伝
染
器
官
）
を
形
成
し
ま
す
。

　

若
い
果
実
が
侵
さ
れ
や
す
く
、
果
実
表

面
に
暗
緑
で
水
浸
状
の
病
斑
を
生
じ
、
拡

大
し
て
と
り
巻
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後

は
果
実
の
表
面
に
小
黒
点
（
柄
子
殻
）
を

多
数
生
じ
ま
す
。

　

オ
ク
ラ
で
は
、
こ
の
ほ
か
果
実
に
発
生

す
る
病
害
と
し
て
、
収
穫
後
の
果
実
に
黒

色
の
斑
点
を
生
じ
る
果
実
黒こ

く

斑は
ん

病
、
微
小

な
黒
斑
病
が
多
数
生
じ
、
放
置
す
る
と
灰

色
の
か
び
を
生
じ
る
灰
色
か
び
病
が
あ
り

ま
す
。

病
　
害
　
編

葉枯細菌病

（多賀　正節　原図）
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